
第
五
条
の
二
の
三

学
校
又
は
施
設
の
設
置
者
に
係
る
令
第
三
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る

事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
五
条
の
二
の
三

学
校
又
は
施
設
の
設
置
者
に
係
る
令
第
三
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
十

（
略
）

一
〜
十

（
略
）

講
習
会
の
実
施
者
に
係
る
令
第
三
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

講
習
会
の
実
施
者
に
係
る
令
第
三
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

令
第
三
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
及
び
第

二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
（
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
の
定
め
る
修
業
教
科
目
及
び
そ
の
単
位
数
に
関
す
る
事
項

に
限
る
。）と
す
る
。

令
第
三
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
及

び
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
（
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
修
業
教
科
目
及
び
そ
の
単
位
数
に
関
す
る
事
項

に
限
る
。）と
す
る
。

令
第
三
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る

事
項
、
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
（
入
所
資
格
、
修
業
年
限
、
前
項
の
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
の
定
め
る
修
業

教
科
目
以
外
の
修
業
教
科
目
及
び
そ
の
単
位
数
に
関
す
る
事
項
に
限
る
。）並
び
に
同
項
第
七
号
に
掲
げ
る
事
項

（
学
校
に
係
る
事
項
を
除
く
。）と
す
る
。

令
第
三
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲

げ
る
事
項
、
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
（
入
所
資
格
、
修
業
年
限
、
前
項
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
修
業

教
科
目
以
外
の
修
業
教
科
目
及
び
そ
の
単
位
数
に
関
す
る
事
項
に
限
る
。）並
び
に
同
項
第
七
号
に
掲
げ
る
事
項

（
学
校
に
係
る
事
項
を
除
く
。）と
す
る
。

第
五
条
の
二
の
四

令
第
三
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
五
条
の
二
の
四

令
第
三
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

第
五
条
の
二
の
五

令
第
三
条
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
五
条
の
二
の
五

令
第
三
条
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

第
五
条
の
二
の
七

令
第
三
条
の
二
第
十
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
五
条
の
二
の
七

令
第
三
条
の
二
第
十
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

第
五
条
の
三

法
第
十
三
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
施
設
（
次
条
に
お
い
て
「
指
定
施

設
」
と
い
う
。）は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
五
条
の
三

法
第
十
三
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
（
次
条
に
お
い
て
「
指

定
施
設
」
と
い
う
。）は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

前
二
号
に
掲
げ
る
施
設
に
準
ず
る
施
設
と
し
て
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
が
認
め
る
施
設

三

前
二
号
に
掲
げ
る
施
設
に
準
ず
る
施
設
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
施
設

第
六
条

法
第
十
三
条
第
三
項
第
八
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条

法
第
十
三
条
第
三
項
第
八
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

七

保
健
師
で
あ
つ
て
、
指
定
施
設
に
お
い
て
一
年
以
上
相
談
援
助
業
務
に
従
事
し
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、

こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
が
定
め
る
講
習
会
（
次
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
及
び
第
十
四
号
に
お
い
て
「
指
定
講
習

会
」
と
い
う
。）の
課
程
を
修
了
し
た
も
の

七

保
健
師
で
あ
つ
て
、
指
定
施
設
に
お
い
て
一
年
以
上
相
談
援
助
業
務
に
従
事
し
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
講
習
会
（
次
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
及
び
第
十
四
号
に
お
い
て
「
指
定
講
習
会
」

と
い
う
。）の
課
程
を
修
了
し
た
も
の

八
〜
十
一

（
略
）

八
〜
十
一

（
略
）

十
二

社
会
福
祉
主
事
た
る
資
格
を
得
た
後
の
次
に
掲
げ
る
期
間
の
合
計
が
二
年
以
上
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
、

こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
が
定
め
る
講
習
会
の
課
程
を
修
了
し
た
も
の

十
二

社
会
福
祉
主
事
た
る
資
格
を
得
た
後
の
次
に
掲
げ
る
期
間
の
合
計
が
二
年
以
上
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
、

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
講
習
会
の
課
程
を
修
了
し
た
も
の

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

十
三
・
十
四

（
略
）

十
三
・
十
四

（
略
）

第
六
条
の
二

法
第
十
八
条
の
五
第
一
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
保
育
士
の

業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と

す
る
。

第
六
条
の
二

法
第
十
八
条
の
五
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
保
育

士
の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

者
と
す
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
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